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研究成果の概要（和文）：虚弱な高齢者は心身ともに衰えているために福祉機器を使いこなすことがむずかしい。従っ
て、福祉機器の導入にあたっては、彼らの実際の生活の場でユーザビリティ評価を行う必要がある。本研究の結果、健
常な高齢者でも高齢になるにつれて、車や自転車といった既成の移動体を選択しないことが分かった。また、高齢者の
外出頻度は心身の状況による影響よりも誘因の多様性のほうに影響を受ける傾向があることもわかった。さらに虚弱な
高齢者を対象としたリハビリ病院への四輪電動アシストの介護予防車両の貸出においては、自力での移動が困難な高齢
者であっても理学療法士の適切な助言があればこの車両に継続的に乗れることがわかった。

研究成果の概要（英文）： Frail elderly people suffer a variety of physical and mental weaknesses that 
tend to hinder their ability to make use of AT devices in the intended manner. Because of this, it is 
important that new AT devices undergo technology evaluation within the context in which they are to be 
used. In this study, frail elderly people in a Japanese daycare center and a rehabilitation hospital were 
given a 4-wheel, power-assisted bicycle to ride, and user-centered technology evaluations were carried 
out. While this vehicle was considered suitable for people age 75 and older who rarely walk , the data 
for the in total114 people who tried out the vehicle indicate that they rode the bicycle only when a PT 
(physiotherapist) intervened, gave encouragement, adjusted the bicycle settings as needed for the user, 
and otherwise created new knowledge. In this study we summarized this new knowledge in an information DVD 
directed at people who work to support the frail elderly.
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１． 研究開始当初の背景 
 平成 60年に高齢化率が 40%に達すると推
計されている我が国において、高齢者の健康
寿命の延伸は産官学民において取り組むべ
き喫緊の課題である。高齢者が寝たきり状態
に至る過程において、外出の頻度が減ること
による心身状態の悪化がさらなる引きこも
りを招き、結果的に寝たきりに至る悪循環が
作用していることは以前から知られている。
介護予防、あるいは移動支援のための福祉機
器は介護保険において広く使われているが、
虚弱の現れは状況依存的であることから、ど
んな福祉機器をどんな高齢者がどのように
使えるのかというユーザビリティ評価を高
齢者の生活の場で行うことが虚弱化予防の
介入を考えるために不可欠である。しかし、
健常な者を含め、高齢者がどのように移動体
を選択し使用するのか、また、要介護認定を
受けるような虚弱者については、どのような
人がどんな移動体にどのようにしたら乗れ
るのかについて実データを使った研究は世
界的にもあまり進んでいない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、以下の 3つの目的のもとにそ
れぞれ研究を行った。 
(1)健常な高齢者の移動体選択と属性、外出動
機との関係の解明 
(2)健常な高齢者の電動アシスト自転車使用
と外出動機との関係の解明 
(3)虚弱な高齢者むけにヤマハモーターエン
ジニアリングが開発した四輪電動アシスト
介護予防車両（らいふ・ウォーカー：LW）
のターゲットユーザーの同定とユーザビリ
ティ評価 
 
３． 研究の方法 
 本研究は下図の研究デザインに示すよう
に目的、計画、実践、考察のサイクルを回し、
考察の結果を目的や計画にフィードバック
するとともに、研究結果をフィールドにおけ
る協力者、被験者と共有し、ともに次のアク
ションを考えるアクションリサーチの手法
を採用した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
上記目的のそれぞれについて以下の研究方
法をとった。また、人を対象とした研究であ
ることから、東京工業大学疫学等倫理審査委

員会に審査を申請し、承認を得てから調査
研究を進めた。 
 
(1) 質問紙調査 
本調査は掛川市が介護保険制度改善のた
めに実施した。（無作為抽出 2000名。回収
率 69%）掛川市役所の協力により、氏名等
を削除したデータの提供を受けて、自転車
を用いた外出の有無と頻度が何に影響を受
けているのかを、運動機能だけではなく、
外出目的や地域との関わり等の観点から本
研究グループが再分析した。 
 
(2) 電動アシスト自転車モニター調査 
健常な高齢者を対象とした２輪試乗モニタ
ー調査は以下のように行った。 
実施期間：1 期：平成 24 年 6月 20日～8
月 10日。第 2期：平成 24年 10月 9日～
12月 1日。対象：各期、64歳～86歳の桜
木地域 6名・葛ヶ丘地域 1名を市役所を通
じて募集。方法：モニター実施前に質問紙
調査とヒアリングを実施。自転車に GPS
ロガーを設置。実施後にもヒアリングを実
施。 
 
(3) 虚弱齢者向け LWモニター調査 

LW試乗モニター調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
虚弱高齢者向け移動体のターゲットユー
ザーの同定とユーザビリティ評価は、図に
示す通り、LW を施設に貸与し要介護認定
を受けた高齢者に乗ってもらい、移動支援
の道具としての車両のユーザビリティを検
討した（試乗 A）。第 1期（試乗 A-1）で虚
弱な高齢者が新規な車両に乗車するにあた
り、理学療法士が乗車・運転・降車のそれ



ぞれにおいて助言を与えていることがわか
った。今後、虚弱高齢者向けのアシスト車
両の普及のためには、彼らの外出をサポー
トするボランティア等の介助教育が必要で
あることが予想され、理学療法士の介助方
法をまとめた DVD 介助マニュアルを作成
し、このマニュアルにより素人のボランテ
ィアであっても適切な介助ができるのかに
ついて検討した。（試乗 B） 
 
４． 研究結果 
 主な研究結果は以下のようにまとめられ
る。 
 
(1)コレスポンデンス分析による移動手段
と運動・認知・うつ傾向の関係 
 
回答者を、利用している移動手段別に、
車利用者（車型）、車と自転車の併用者（併
用型）、自転車利用者（自転車型）、どちら
も利用しない人（徒歩型）に分類し、年齢
と性別の偏りを分析したところ、高齢にな
るに従い個人の移動手段として自転車を利
用している人数の割合は増加した。また自
転車型と徒歩型の割合は女性の方が高かっ
た。 
移動手段と運動機能・認知状況・うつ傾
向の関係をコレスポンデンス分析によって
検討したところ、併用型・車型・自転車型・
徒歩型の順で、概ね運動機能が衰える傾向
があった。しかし、認知状況とうつ傾向に
ついては一定の傾向はみられなかった。さ
らに、自転車の利用頻度に与える影響を重
回帰分析で検討したところ、運動機能では
なく、移動目的の多様さといった社会的要
因が影響していることが明らかになった。 
 
(2) 一般高齢者を対象とした電動アシスト
自転車のモニター調査 
 
電動アシスト自転車の利用実態を分析す
るために、高齢者を対象にモニター調査を
実施した。対象者等の実施方法は前節を参
照願いたい。まずモニター実施前に対象者
に対し、質問紙調査とヒアリングを実施し、
普段用いている移動手段や移動場所などを
把握した。内訳は車型 2 名、併用型 7 名、
自転車型 5名であった。またヤマハ発動機
社員の指導のもと、複数種類の自転車に試
乗した上で、利用する自転車を選定した。
貸し出した自転車には GPS ロガーを設置
し、その移動実態を記録した。実施後にも
ヒアリングを実施した。 
モニター全体の傾向から以下の事が明ら
かになった。まず、モニター初期の 2週間
程度の移動距離が以後より大きく、この時
期に「新しい乗り方」「試し乗り」をする可
能性があることが示唆された。また、もと
もと自転車の利用頻度や移動距離が短い人
は、電動アシストになっても変化は起きに

くかった。一方でもともと車型でも、活用
できる移動場所や活動があると電動アシス
ト自転車を利用することが明らかになった。 
 
(3) 虚弱な高齢者を対象とした介護予防車
両のユーザビリティ調査 
 

LW試乗モニター調査では、事前ヒアリン
グにて、LW がどのような人に向いている
と思うか、施設スタッフにインタビューを
行った。全 46 コメントのうち、ケアマネ
ジャーは介護度や職業などの属性に、理学
療法士（PT）は具体的な身体機能に着目し
たコメントをする傾向があった。 
試乗モニター調査にあたっては、PT が

LW に乗れると考えた通所利用者を選んで
来所のたびに声かけをし、同意が得られた
方を担当者が付き添って試乗させた。貸与
期間の間、継続して試乗した方が LWのタ
ーゲットと考えられるが、PT は試乗前に
継続／中断の予想が可能か調べたところ、
第 1期調査の予想の正確さは 49.1%であっ
た。第 1期調査では、介護保険の要介護度
2～3適用の高齢者の多くが、歩行が困難で
あるにもかかわらず本四輪電動アシスト車
には頻回に乗った。（全試乗者 70名、平均
回数 7.4回）。これは本車両が彼らの移動を
支援する道具として有望である可能性を示
唆するものである。また、虚弱な高齢者が
本車両に乗車するにあたり、PT が乗車・
運転・降車のそれぞれにおいて助言を与え
ていることがわかった。今後、虚弱高齢者
向けの移動支援の道具の普及のためには、
彼らの外出をサポートするボランティア等
の介助教育が必要であることが予想され、
PTの介助方法をまとめたDVDマニュアル
を作成した。 
 
(4) 高齢者支援専門職と PV ユーザーの関
心傾向分析 
 
高齢者の移動支援のための電動アシスト
自転車のインフラとして太陽光発電(PV)
を用いることを本研究では構想していた。
そこでステークホルダーになることが予想
される、自宅に太陽電池を設置している掛
川市民（PV ユーザー）と、高齢者支援専
門職の科学技術と社会に対する関心傾向を
分析した。PV ユーザー調査は 2009 年 11
月から 12 月に、掛川市による太陽光発電
助成事業に応募してきた掛川市民に対して
実施した。支援専門職調査は 2010 年 4 月
27日に掛川市立総合病院で開催した「地域
健康医療支援センター 意見交換会」で実施
したものである。 
その結果、支援の専門職は科学技術に苦手
意識を持つが社会的な参加意識が高い「生
活重視型」 が PVユーザーよりも多かった。
つまり、PV ユーザーと高齢者支援の専門
職とは、科学技術への関心をふくむ社会へ



の関心の対象がかなり違うことが明らかに
なった。関心事が違うということは、自然
な交流がなかなか起きにくいということで
あり、今後、家や地域のエネルギーマネジ
メントと見守りなどの高齢者支援事業を融
合させた事業を行う際には、双方のコミュ
ニケーションをうながすデザインが必要と
なるであろう。 
 本研究については冊子体で報告書を作成
している。 
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